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商
工
会
の
全
国
組
織
で
あ
る
全
国
商
工
会
連
合
会
の
第
五
十
一
回
通
常
総
会
が
五
月
三
十
一
日
に

東
京
港
区
に
あ
る
第
一
ホ
テ
ル
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
お
い
て

富
山
県
連
会
長
の
石
澤
義
文
氏
が
全
国
商
工
会
連
合
会
長
と
し
て
再
選
さ
れ
た
。

石
澤
会
長（
富
山
県
連
会
長
）が

全
国
商
工
会
連
合
会
長
に
再
選
さ
れ
る

２　県連合会通常総会
３　県同友会通常総会、海外販路開拓事業　他
４　全国展開事業、省エネ診断　他
５　まちの逸品、金融実態調査依頼　他
６　ネットビジネス参入促進事業　他
７　無料発明相談会、労働保険年度更新　他
８　重点成長分野人材育成プログラム、各地の

イベント７月

商工
春
秋
理
想
と
さ
れ
る

企
業
の
一
つ
と

し
て
、
米
国
で
十
三
年
前

に
創
業
さ
れ
、
三
年
前
に
ア
マ
ゾ

ン
に
十
二
億
ド
ル
で
買
収
さ
れ
な

が
ら
、
独
自
の
事
業
運
営
を
お
こ

な
っ
て
い
る
「
ザ
ッ
ポ
ス
」
と
言

う
会
社
を
、遅
れ
ば
せ
な
が
ら
知
っ

た
▼
靴
の
ネ
ッ
ト
通
販
会
社
と
し

て
出
発
。
値
引
や
お
ま
け
と
言
う

サ
ー
ビ
ス
を
行
わ
ず
、
お
客
様
に

「
感
動
」
を
提
供
す
る
徹
底
し
た
顧

客
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
成
長
を
続

け
、米
国
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌
の
「
最

も
働
き
た
い
会
社
」
で
昨
年
六
位

と
な
っ
た
▼
社
員
教
育
に
は
特
に

力
を
注
ぎ
、
会
社
が
持
つ
価
値
観

の
共
有
を
図
り
、「
顧
客
の
立
場

に
立
っ
て
考
え
、
自
分
で
判
断
し
、

責
任
あ
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
」

に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
人

教
育
や
、
す
べ
て
の
社
員
に
対
し

自
由
に
学
べ
る
機
会
を
常
時
提
供
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
に
も
熱
心
に
取
組

む
等
、
社
員
の
「
士
気
」
や
「
生

産
性
」
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
▼
今
月
か
ら「
県

中
小
企
業
大
学
校
」
が
開
講
さ
れ

る
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
営
業

強
化
、
生
産
性
向
上
、
女
性
リ
ー

ダ
ー
養
成
等
々
、人
材
育
成
の
ニ
ー

ズ
に
し
っ
か
り
対
応
。
ぜ
ひ
、
受

講
を
！

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

お
い
て
全
国
商
工
会
連
合
会
（
全

国
連
）
会
長
に
再
任
さ
れ
た
石
澤

富
山
県
商
工
会
連
合
会
長
は

　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経

過
し
た
が
、
多
く
の
仲
間
が
被
災

さ
れ
た
。
今
こ
そ
商
工
会
の
絆
や

連
携
力
を
活
か
し
て
復
旧
支
援
を

継
続
し
た
い
。

　

ま
た
、
三
年
前
の
就
任
当
初
よ

り
、
商
工
会
活
動
の
原
点
で
あ
る

巡
回
訪
問
の
強
化
に
つ
い
て
、
全

国
的
な
推
進
活
動
を
展
開
し
て
き

た
。
今
後
は
、
提
案
型
の
巡
回
訪

問
を
強
化
し
会
員
の
販
路
開
拓
支

援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

　

加
え
て
、
会
員
か
ら
信
頼
さ
れ

地
域
か
ら
評
価
さ
れ
る
商
工
会
組

織
と
な
る
た
め
に
、
今
ま
で
培
っ

た
経
験
を
生
か
し
、
全
力
を
傾
け

て
い
き
た
い
。」

　

と
強
い
決
意
を
述
べ
、
各
都
道

府
県
連
会
長
の
支
援
を
受
け
、
無

競
争
に
よ
り
再
選
さ
れ
た
。

　

石
澤
会
長
は
、
平
成
二
十
一
年

六
月
一
日
に
就
任
さ
れ
、
そ
の
間

商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念
事

業
や
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援

金
に
関
し
て
税
務
上
特
例
措
置
の

要
望
を
行
い
、
特
定
寄
付
金
の
認

定
へ
働
き
か
け
た
。

　

全
国
連
は
、
四
十
七
都
道
府
県

全国商工会連合会長
石澤義文氏

商
工
会
連
合
会
を
会
員
と
す
る
組

織
で
あ
る
。
全
国
に
は
二
十
四
年

四
月
一
日
現
在
千
六
百
九
十
五
の

商
工
会
が
あ
り
、
そ
の
商
工
会
員

は
、
約
八
十
七
万
五
千
事
業
所
で
、

組
織
率
は
約
五
十
九
％
と
な
っ
て

い
る
。
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副会長
西村亮彦氏
（南砺市・再）

挨拶をする石澤会長

副会長
野村正也氏

（富山市南・再）

　

県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文
会
長
）
の
平
成
二
十
四
年
度
通
常
総
会
が
五
月
二
十
八
日
、
県
下
十
三
商
工
会
長
等
の
出

席
の
も
と
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
役
員
改
選
で
会
長
に
石
澤
義
文
氏
（
高
岡
市
）
を
再
任
、
副
会
長
に

は
野
村
正
也
氏
（
富
山
市
南
・
再
）、
西
村
亮
彦
氏
（
南
砺
市
・
再
）
を
選
出
す
る
な
ど
の
新
役
員
体
制
を
決
め
た
。

　

開
会
挨
拶
で
石
澤
会
長
は
「
わ

が
国
経
済
は
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
や
急
速
な
円
高
の
進
行
、
欧

州
政
府
債
務
危
機
の
顕
在
化
な
ど

に
よ
り
減
速
傾
向
に
あ
り
、
中
小
・

小
規
模
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

本
県
商
工
会
地
域
に
お
い
て
も
、

産
業
経
済
の
低
下
と
地
域
力
の
減

退
が
一
層
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

商
工
会
自
ら
の
組
織
力
の
強
化
と

徹
底
し
た
質
の
高
い
会
員
サ
ー
ビ

ス
や
事
業
の
実
施
を
突
き
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
挨

拶
。

　

続
い
て
議
長
に
、
石
澤
会
長
を

選
出
し
て
議
案
審
議
に
入
り
、
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
平
成

二
十
三
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
承
認
の
件
な
ど
、
七
議
案

が
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
会
長
に
石
澤
義
文
氏
、
副
会
長

に
野
村
正
也
氏
、
西
村
亮
彦
氏
を

再
任
す
る
と
と
も
に
新
役
員
が
選

出
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
来
賓
の
植
出
耕
一
県

副
知
事
か
ら
「
本
県
で
は
、
北
陸

新
幹
線
の
着
工
、
時
期
富
山
港
の

日
本
海
側
綜
合
拠
点
港
の
選
定
、

北
京
便
と
台
湾
便
の
就
航
な
ど
、

陸
海
空
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
展

し
て
い
る
。
大
都
市
や
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
、
観

光
交
流
が
い
っ
そ
う
活
発
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
、
山
辺

美
嗣
県
議
会
議
長
か
ら
「
一
昨
年

制
定
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
を

意
義
あ
る
条
例
と
な
る
よ
う
活
発

に
有
効
活
用
し
て
頂
き
た
い
」
と

祝
辞
が
あ
っ
た
。
ま
た
総
会
の
席

上
に
て
、
次
の
各
表
彰
が
行
わ
れ

た
。

【
被
表
彰
者
】

富
山
県
知
事
表
彰

役
員
功
労
者

　

宮
岸
一
郎
（
旧
五
箇
山
商
工
会
長
）

　

有
澤
善
吉
（
旧
水
橋
商
工
会
長
）

　

森
﨑
勝
喜
（
旧
舟
橋
村
商
工
会
長
）

富
山
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

優
良
職
員

　

橘　

宏
之
（
県
商
工
会
連
合
会
）

　

山
本
久
美
子
（
高
岡
市
商
工
会
）

　

寺
田
瑞
穂
（
富
山
市
北
商
工
会
）

　

幸
村
佳
代
子
（
富
山
市
南
商
工
会
）

富
山
県
商
工
会
連
合
会
長
奨
励
賞

業
務
改
善
事
例
等

　

小
西
祥
子
（
南
砺
市
商
工
会
）

富
山
県
商
工
会
連
合
会
感
謝
状

　

道
古
伸
夫
（
前
県
商
工
同
友
会
長
）

【
新
役
員
】

会
　
長

　

石
澤
義
文
（
再
）（
高
岡
市
）

副
会
長

　

野
村
正
也
（
再
）（
富
山
市
南
）

　

西
村
亮
彦
（
再
）（
南
砺
市
）

専
務
理
事

　

山
本
勇
宰
（
再
）（
県
連
合
会
）

理
　
事

　

大
井
裕
久
（
再
）（
朝
日
町
）

　

坂
井
穂
悦
（
再
）（
上
市
町
）

　

青
木　

正
（
再
）（
立
山
舟
橋
）

　

梅
本
良
男
（
新
）（
富
山
市
南
）

　

川
原
敏
彦
（
再
）（
富
山
市
八
尾
山
田
）

　

田
畑
宏
継
（
再
）（
富
山
市
北
）

　

串
田
伸
男
（
再
）（
射
水
市
）

　

飯
田
良
榮
（
再
）（
庄
川
町
）

　

林　

紀
孝
（
再
）（
県
青
連
会
長
）

　

夏
野
麗
子
（
再
）（
県
女
連
会
長
）

　

𠮷
田
信
三
（
新
）（
県
同
友
会
長
）

監
　
事

　

扇
原
紀
昭
（
再
）（
入
善
町
）

　

林　

説
則
（
再
）（
小
矢
部
市
）

【
正
副
会
長
の
紹
介
】

会
　
長　

石い
し
ざ
わ
よ
し
ふ
み

澤
義
文　

八
十
歳　

　

㈱
石
澤
商
事
代
表
取
締
役
会
長

　

昭
和
五
十
八
年
福
岡
町
商
工
会
長

　
平
成
五
年
富
山
県
商
工
会
連
合
会
長

　

平
成
二
十
一
年
高
岡
市
商
工
会
長

副
会
長　

野の
む
ら村
正ま
さ
な
り也　

七
十
四
歳

　
北
陸
電
気
工
業
㈱
代
表
取
締
役
会
長

　

平
成
十
一
年
大
沢
野
町
商
工
会
長

　
平
成
二
十
一
年
富
山
市
南
商
工
会
長

副
会
長　

西に
し
む
ら
あ
き
ひ
こ

村
亮
彦　

七
十
三
歳

　

チ
ュ
ー
モ
ク
㈱
代
表
取
締
役
会
長

　

平
成
十
四
年
福
光
町
商
工
会
長

　

平
成
二
十
一
年
南
砺
市
商
工
会
長
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中
小
企
業
の
海
外
展
開
を
支
援

中
小
企
業
の
海
外
展
開
を
支
援

　

道
古
会
長
は
「
東
北
大
震
災
か
ら
一
年
が
経

過
し
た
が
、
被
災
さ
れ
た
我
々
の
仲
間
を
支
援

す
る
と
共
に
、
県
内
の
商
工
業
の
活
性
化
に
繋

が
る
活
動
を
実
施
し
た
い
」
と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
佐
藤
一
仁
入
善
町
商
工
同
友
会
長

を
議
長
に
議
案
審
議
に
入
り
、
平
成
二
十
三
年

度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件
や

平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）
同
収
支
予

算
書
（
案
）
決
定
の
件
な
ど
原
案
ど
お
り
承
認

決
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い

て
は
、
𠮷
田
信
三
氏
が
新
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

道
古
会
長
は
相
談
役
と
な
り
県
同
友
会
の
活
動

に
対
し
助
言
提
言
等
サ
ポ
ー
ト
頂
く
。

  

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
女
性
講
談
師
の
神
田

蘭
氏
を
講
師
に
迎
え
「
恋
す
る
日
本
史
・
温
故
知

新
の
経
営
学
」
と
題
し
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

新
役
員

▽
会
長
＝
𠮷
田
信
三
（
新
）（
婦
中
町
）

▽
副
会
長
＝
城
戸
正
義
（
新
）（
立
山
舟
橋
）、

松
坂
稔（
新
）（
射
水
市
）、河
合
秀
和（
再
）（
南
砺
）

▽
監
事
＝
西
田
善
晴
（
新
）（
八
尾
山
田
）、
夏

見
久
志
（
新
）（
戸
出
）

▽
理
事
＝
正
副
会
長
・
監
事
を
除
く
各
商
工
同

友
会
長
等

多彩なニーズにお応えします。
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

特
産
品
等
海
外
展
開
支
援
事
業

　

自
社
商
品
等
を
海
外
に
お
い
て
販
売
、
生
産

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
小
規
模
事
業
者
等

の
海
外
展
開
に
関
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、財
務
、語
学
に
つ
い
て
、

専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
を
専
門
家
と
し
て
派

遣
し
、
貿
易
・
投
資
の
全
般
に
わ
た
る
適
切
な

指
導
、
助
言
を
行
う
。

支
援
の
手
順

一
．
海
外
展
開
を
希
望
す
る
事
業
者
が
商
工
会

に
支
援
を
要
請
。

二
．
県
商
工
会
連
合
会
が
貿
易
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

協
会
と
派
遣
す
る
専
門
家
を
選
定
、
派
遣

日
等
を
調
整
。

三
．
専
門
家
が
相
談
企
業
を
訪
問
。（
三
回
ま
で

派
遣
可
能
）

　
「
取
引
先
が
海
外
に
進
出
」「
内
需
が
縮
小
し

て
行
く
の
で
販
路
を
海
外
に
求
め
た
い
」
等
、

海
外
進
出
を
考
え
る
動
機
は
多
様
で
す
。

　

海
外
展
開
を
考
え
て
い
る
事
業
者
の
方
は
、

商
工
会
の
経
営
指
導
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
門
家
派
遣
に
関
す
る
相
談
は
無
料
で
す
。

退任の挨拶を
される道古会長

新会長
𠮷田信三氏

　

県
商
工
会
連
合
会
は
富
山
県
や
関
係
機
関
の
協

力
を
受
け
な
が
ら
、
県
内
商
工
会
地
域
の
中
小
企

業
の
海
外
展
開
を
支
援
す
る
。

とやま技能
継承塾
受 講 生 募 集

【対 象 者】・ 県内の事業所等に勤務する方で、事業主が推薦する者
　　　　　・ 各コースについての実務経験があり、初級レベルの技能を有している若手技能者
【日　　程】平成 24 年 6 月 23 日 ( 土 )、30 日 ( 土 )、7 月 7 日 ( 土 ) の３日間
　　　　　　（いずれも午前９時～午後５時）
【募集期限】平成 24 年 6 月 7 日（木）まで（別紙、受講申込書をお送りください。FAX 可）
【開催場所】富山県技術専門学院　本校（富山市向新庄町 1-14-48）
【申込・問い合わせ先】〒 930-8501　富山県商工労働部 職業能力開発課（人材育成係）
　　　　　　　　　　  TEL : 076-444-3259、FAX : 076-444-4406

■普通旋盤コース
受講費用：35,000 円　　定員：5 名
使用機械：普通旋盤（テクノワシノ LEO-80A）

■溶接コース
受講費用：50,000 円　　定員：5 名
使用機械：半自動溶接機（ダイヘン インバータオート 350 等）

■フライス盤コース
受講費用：35,000 円　　定員：5 名
使用機械：フライス盤（日立ビアエンジニアリング 2MW-V）

■機械保全コース
受講費用：16,000 円　　定員：5 名
使用機械：機械保全実習キット（ADWIN）等

県
商
工
同
友
会
通
常
総
会
開
催
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経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
は
、

平
成
二
十
四
年
度
地
域
力
活
用
新

事
業
・
全
国
展
開
事
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
、
南
砺
市
（
本
体

事
業
一
年
目
）・
富
山
市
八
尾
山
田

商
工
会
（
お
も
て
な
し
事
業
三
年

目
）
の
事
業
計
画
を
採
択
。

 
事
業
内
容
に
つ
い
て

 

南
砺
市
商
工
会

　

昨
年
、
調
査
研
究
事
業
に
取
組

ん
だ
南
砺
市
商
工
会
は
、
本
年
、

南
砺
市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

本
体
事
業
の
一
年
目
に
取
組
む
。

　

南
砺
市
五
箇
山
地
区
は
、
世
界

遺
産
登
録
以
降
七
十
万
人
の
来
訪

者
が
あ
り
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
が

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
立
ち
寄
る
短
時

間
観
光
で
、
高
速
道
路
全
線
開
通

前
の
よ
う
に
、
地
域
内
の
街
道
を

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
掛
け
て
巡
る

滞
在
型
観
光
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。

　

ス
ピ
ー
ド
化
・
情
報
過
多
時
代

の
中
に
埋
没
し
な
い
ス
ロ
ー
な
五

箇
山
の
魅
力
「
か
く
れ
里
物
語
」

を
訴
求
し
誘
客
を
図
る
。

◆
か
く
れ
里
物
語
と
は

　

五
箇
山
の
深
い
歴
史
と
自
然
を

「商工会とやま」
広告掲載企業
募集中

【お問い合わせ・お申し込み先】
富山県商工会連合会　総務課
（TEL076-441-2716）

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
平
成

二
十
一
年
度
よ
り
、
診
断
員
等
が

工
場
や
商
店
等
を
訪
問
し
て
「
省

エ
ネ
簡
易
診
断
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福

島
の
事
故
か
ら
安
全
へ
の
見
直
し

要
求
が
高
ま
る
中
、
電
力
依
存
約

三
〇
％
の
原
子
力
発
電
の
供
給
不

足
か
ら
全
分
野
へ
の
節
電
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
、

今
一
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
削

減
・
効
率
的
な
活
用
で
経
費
削
減
、

経
営
体
質
の
強
化
に
取
り
組
み
ま

せ
ん
か
！

　

効
率
の
落
ち
た
業
務
設
備
の
更

新
の
見
極
め
、
使
用
デ
ー
タ
か
ら

異
常
の
早
期
発
見
、
適
正
照
度
の

管
理
や
高
効
率
ラ
ン
プ
等
に
よ
る

省
エ
ネ
化
プ
ラ
ン
な
ど
、
事
業
者

の
省
エ
ネ
に
対
す
る
取
り
組
み
を

専
門
化
診
断
員
等
が
支
援
す
る
。

診
断
に
よ
る
提
案
の
概
要

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
把
握
か
ら

①
無
駄
、
ロ
ス
の
削
減
と
運
用
改

善
等
投
資
無
く
行
う
対
策

②
修
繕
を
伴
う
少
額
な
投
資
で
対

策
③
中
長
期
を
見
据
え
、
省
エ
ネ
最

前
線
情
報
の
提
供

「
省
エ
ネ
簡
易
診
断
」

事
業
の
お
知
ら
せ

　

吉
田
氏
は
平
成
八
年
に
中

田
商
工
会
長
に
就
任
以
降
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

地
域
商
工
業
、
小
規
模
企
業

の
振
興
発
展
に
尽
力
し
会
員

や
地
域
住
民
か
ら
大
き
な
信

頼
を
寄
せ
ら
れ
、
か
か
し
祭

り
等
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
ま
ち

お
こ
し
・
地
域
振
興
に
努
め

ら
れ
た
。
ま
た
平
成
二
十
一

年
四
月
に
は
、戸
出
商
工
会
、

福
岡
町
商
工
会
と
合
併
し
高

岡
市
商
工
会
の
設
立
に
多
大

な
貢
献
を
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら

れ
今
回
の
受
章
と
な
っ
た
。

元中田商工会会長
吉田一郎氏

背
景
と
し
た
「
く
ら
し
が
世
界
遺

産
」
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
「
物

語
」が
存
在
す
る
。本
年
事
業
で
は
、

五
箇
山
の
理
解
と
楽
し
み
を
得
て
、

そ
こ
に
隠
さ
れ
た
本
来
の
魅
力
と

も
言
う
べ
き
歴
史
的
な
「
か
く
れ

里
」
と
し
て
の
場
と
そ
こ
に
眠
る

「
物
語
」
が
語
る
大
切
な
地
域
資
源

と
し
て
、「
か
く
れ
里
物
語
」を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
る
。

 

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会

　

こ
れ
ま
で
二
年
間
の
事
業
に
お

い
て
、
数
々
の
地
域
資
源
を
見
出

し
て
き
た
。
エ
コ
ツ
ア
ー
や
食
談

議
で
は
、
そ
の
地
域
資
源
と
ガ
イ

ド
や
農
家
、
料
理
人
と
い
う
「
人
」

を
絡
め
て
付
加
価
値
の
高
い
お
も

て
な
し
を
実
践
し
た
。

　

本
年
度
は
、（
一
）
八
尾
山
田
の

「
宝
」
の
創
出
（
二
）
国
内
外
へ
の

ア
ピ
ー
ル
と
誘
客
（
三
）
ツ
ア
ー
、

食
談
議
の
自
主
開
催
と
定
着
化

（
四
）
地
域
間
連
携
に
よ
る
観
光
力

強
化
を
課
題
と
し
て
捉
え
、
農
家
、

ガ
イ
ド
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
、
行

政
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
に
む
け
た

諸
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
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金融実態調査に
ご協力を

お願いします！！

　県商工会連合会では、県下商工会地区の小
規模企業者等の金融に関する実態や動向を把
握し、小規模企業金融の円滑化の促進を目的
に、金融実態調査を毎年実施しています。
　営業状況や金融機関との取引状況など、平
成 24 年 7 月 1 日現在の状況について回答
していただきます。
　各商工会の経営指導員より調査の依頼があ
りましたら、ご協力をお願いいたします。

診断
無料受診希望募集受診希望募集受診希望募集

中小企業診断士による経営診断をうけてみませんか？

診断
無料

事業の概要
●中小企業診断士（経済産業大臣登録）に診断実務機会を
与え、自助努力により資質の向上を志向するために受診
企業・団体を募集いたします。

経営診断の内容
●財務、営業、生産等、現状の経営全般の改善及び今後の
経営のあり方等にお悩みの中小企業に対して適切に診
断・アドバイスを行います。

●産地や業界の活性化、商店街の活性化等でお悩みの中
小企業団体に対して適切に診断・アドバイスを行います。

診断員等

申込先

●協会所属の経験豊かな中小企業診断士の指導員を中心
に、７名程度のチームで約６日間（企業での作業は３日間）
の診断を実施いたします。

一般社団法人　富山県中小企業診断協会
〒930-0866　富山市高田527番地（情報ビル2階）
TEL：076－433－1371　事務局担当：藤井

あなたのまちの逸品を「並んでも買いたい富山の土産」にしませんか？
　　　　　　　　いよいよ近づく新幹線の開業。
　　　　　　　　ということは・・・富山を訪れる人が、きっと増えるかもしれない！
　　　　　　せっかく来たなら、自慢の商品をたくさん買って帰ってほしい！
　　　　そこで、女性が好む「お土産」づくりをスタートします。
消費のカギを握る女性たちを富山ファンにするために、あなたの自慢の商品をぜひ、ご応募ください。

①対象商品を審査会にて選定。
②商品開発・販売・デザインなど各分野の専門家や
　一般消費者と一緒に女性が好む「お土産」に改良。
③イベントや物産展でテスト販売（県内外で実施）
⇒女性が好む「お土産」へ！

①箱菓子（日持ちするもの）　②スイーツ（生菓子）
③女性が普段使いできる工芸品（高級感のある物）

以下の要件を全て満たす商品
◆県内で製造および販売されている商品であること（今後販売する予定
の商品でも可）
◆価格、分量、商品デザイン、パッケージデザイン、キャッチコピー等につ
いて今後改良が可能な商品であること
◆改良された商品をお土産として販売していく意欲があること

期間：平成24年５月16日（水）～平成24年６月15日（金）
方法：エントリーシートに必要事項を記入の上、商品の写真等参考資料を添えて下記あてに

郵送またはご持参ください。エントリーシートは富山県のＨＰに掲載していますので、HP
上の「留意点」を確認の上、ご応募ください。（6/15消印有効、持参は午後５時まで）

ＨＰ：http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1306/kj00011792.html
応募と問合せ：まちの逸品ブラッシュアップ運営事務局（株式会社ＰＣＯ内）
〒939-8063 富山市小杉120　TEL：076-428-9166　FAX：076-428-9156
 [富山県商業まちづくり課　TEL：076-444-3253　FAX：076-444-4403]

ああな
　　　い
　　　と
　せっか

そこで、女
消費のカギを握る女

　　
　　　　

　　　　そ
消費のカギ

　まちの逸
品

大募集！
まちの逸

品

大募集！

商
品
募
集

5～6月

商
品
改
良

7～10月

テ
ス
ト
販
売

10～1月

お
土
産
へ

女
性
が
好
む

お
土
産
へ

女
性
が
好
む
3月

事業の流れ

対象商品

応募要件

応募期間・応募方法
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ネネネネネネネネ
参参入入参入

ネットビジネス
参入

促進事業
ネットビジネス

参入

促進事業 事業説明会参加者募集について事業説明会参加者募集について
　富山県では、北陸新幹線開業に向け県内商品・商店の全国への知名度拡大を図ることを目的として、露出の高いイン
ターネットモール（楽天市場）上で、富山県の魅力ある商品・商店を集めた特設販売企画を開催します。
　ネットビジネスの県内普及を図り、インターネット販売を通じた各個店の売上向上とそれに伴う商店街の活性化を目
指します。

　協会けんぽの財政状況は、増大する医療費と低迷する賃金により厳しさを増しており、高齢者医療への拠出金の増加な
どの理由により、平成24年度の保険料率は全国平均で10％（３年連続の引上げ）となりました。
　このような構造的な問題（協会けんぽの自助努力では対処できない問題）について、これまで「国庫補助の増額」や「高齢
者医療制度の見直し」などを国に対して働きかけてきましたが、実現には至っておりません。
　協会けんぽでは、加入者・事業主の皆様の保険料負担を軽減するため、内閣総理大臣宛て要請書（・協会に対す
る国庫補助金の補助率を法律上の上限である20％に引き上げること。・公費負担の拡充をはじめとして、高齢者医
療制度を抜本的に見直すこと。）の署名活動に取り組んでおります。ご理解とご賛同を賜りますようお願いいたします。

【開催日時・場所】
日　　時

6月12日（火）18時～20時30分
6月13日（水）18時～20時30分
6月14日（木）18時～20時30分
6月15日（金）18時～20時30分

場　　所
富山県教育文化会館

高岡商工ビル
砺波市文化会館
新川文化ホール

富山会場
高岡会場
砺波会場
魚津会場

※申込み方法等、詳細は、県商業まちづくり課HPをご覧ください。
HPアドレス
http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1306/kj00011782.html

【事業内容】
・参加事業者による特設ページの開設及び販売企画の実施
・ネットビジネスセミナーの開催及び各店舗の販売HPの製作支援・運営支援

【事業スケジュール】
　５月～６月中旬：参加者の募集
　６ 月 下 旬：審査のうえ参加事業者を決定
　７月～ 10 月：セミナー開催、販売HPの製作支援・運営支援の実施
　11　　　　 月：特設ページ開設
　12 月～２月：フォローアップセミナー開催

『協会けんぽ加入者・事業主の保険料負担の軽減を求める要請書』
の署名活動にご理解とご賛同をお願いいたします

『協会けんぽ加入者・事業主の保険料負担の軽減を求める要請書』
の署名活動にご理解とご賛同をお願いいたします

署名活動について
＜署名用紙＞　協会けんぽ富山支部のホームページから取得をお願いいたします。
　　　　　　　また、下記の問い合わせ先にお電話いただければ、郵送いたします。
＜署 名 者＞　協会けんぽの加入者（本人・ご家族）で、署名にご賛同いただける方が対象です。
＜送 付 先＞　〒930-8561　協会けんぽ富山支部　（専用の郵便番号ですので、住所の記入がなくても郵送可能です）
＜送付期限＞　平成 24 年 6 月 30 日　（誠に恐れ入りますが、送付費用のご負担をお願いいたします）
※本署名活動でお預かりしました個人情報は、ご本人の同意なく、利用目的以外に使用したり、第三者へ提供することはございません。
※署名活動の詳細や不明な点は協会けんぽ富山支部ホームページをご覧いただくか、下記へお問い合わせください。

〒９３０-８５６１　富山市奥田新町８－１　ボルファートとやま６Ｆ
協会けんぽ富山支部　企画総務グループ　電話 ０７６－４３１－６１５６

お問い合わせ先 ■

協会けんぽ富山 検索
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…申告・納付はお早めに…
富山労働局　労働保険徴収室

　労働保険の「平成 23年度確定保険料及び平成 24年度概算保
険料」について、申告納付の手続きを行っていただく時期とな
りました。年度更新の手続きは、平成 24年 6月 1日（金）か
ら同年 7月 10 日（火）までの間に、保険料申告書等を作成の
うえ、保険料を添えて日本銀行（代理店・歳入代理店等）、郵便局、
富山労働局、各労働基準監督署において申告納付してください。
　また、本年度より雇用保険率及び労災保険料率が改正されま
した。詳細はホームページをご覧ください。

平成24年度労働保険年度更新について
　アイディアが浮かぶと同時に、発明者の皆さんを悩ませる問題の数々…。そ
んな発明者の悩みを少しでも軽くするために、富山県発明協会では定期的に無
料相談会を開催しています。相談会は午前中に行います。

開催月
高岡会場 富山会場

富山県発明協会（1F 事務所内） 富山県民会館

6 月 6，13，20，27 日 7，14 日
7 月 4，11，18，25 日 5，12 日

【お問い合わせ・申込先】　一般社団法人　富山県発明協会
高岡会場：高岡市二上町 150　富山県工業技術センター内　TEL0766-25-7259
富山会場：富山市高田 527　　㈶富山県新世紀産業機構内　TEL076-432-1119

平成24年度  無料発明相談会のご案内

　経済産業省では、我が国企業における経済活動の実
態を明らかにし、経済産業政策等各種行政施策の基礎
資料を得ることを目的として、平成４年以降｢経済産業省
企業活動基本調査」（基幹統計調査）を実施しており、
平成２４年も実施いたします。調査に対するご協力をお
願いいたします。

○実施期間：平成２４年５月１６日～７月１５日まで
○根拠法令：統計法（平成１９年法律第５３号）
○調査目的：我が国企業における経済活動の実態を明らかにし、経済産業政策

等各種行政施策の基礎資料とする。
○調査対象：別表に属する事業所を有する従業者５０人以上かつ資本金３,０００

万円以上の企業で、企業全体の数値。
○調査結果：平成２５年１月に速報を公表予定。
※調査票の提出は、紙調査票によるほか、インターネットからオンラインで提出することもできます。
※調査票に記入していただいた内容につきましては、統計法に基づき秘密を厳守いたしますので、調査に
対するご協力をお願いいたします。
※詳しくは経済産業省ホームページをご覧ください。

平成２４年

経済産業省企業活動基本調査
にご協力ください
－経済産業省大臣官房調査統計グループ
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開
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第49回戸出七夕まつり

ふれあい青空市「やまだの案山子」

舟見七夕まつり

なりひら風の市

風の盆ステ－ジ

つくりもん朝市

市姫さんど

相倉合掌集落ライトアップ

東西砺波盤持大会・ちびっ子盤持大会

第57回福光ねつおくり七夕祭り

水橋橋まつり

第57回立山まつり

ふくおか七夕まつり

いなみ太子伝観光祭2012

源平火牛まつり

牛岳高原収穫感謝祭「いもほり体験会」

あさひまつり

ふるさと商工まつり
越中大門サマ－フェスティバル2012

ＷａＧｏ！だらまつり2012

第42回おおやま佐々成政戦国時代祭り

７／３（火）～７（土）

７月　土曜・日曜・祝日

７／６（金）～７（土）

７／14（土）

７／14（土）･28（土）

7／15（日）

７／１5（日）

7／19（木）～22（日）

７／２2（日）

７／26（木）～29（日）

７／２8（土）

7／28（土）

7／28（土）
7／28（土）～8／7（火）まで展示

７／２8（土）～２9（日）
7／27（金）前夜祭

７／28（土）～２9（日）

７／28（土）～29（日）

7／28（土）～29（日）

７／２8（土）

７／２9（日）

７／29（日）

戸出七夕まつり実行委員会
（高岡市商工会戸出支所内）

ふれあい青空市
「やまだの案山子」運営委員会

舟見七夕まつり実行委員会事務局

なりひら風の市実行委員会

越中八尾観光協会

つくりもん市実行委員会

上市町商工会

五箇山観光総合案内所

南砺市商工会城端事務所

福光ねつおくり七夕祭り実行委員会

水橋橋まつり協議会

立山まつり実行委員会（立山舟橋商工会内）

高岡市商工会福岡支所
㈱ウエルカム福岡

いなみ太子伝観光祭実行委員会
（南砺市商工会井波事務所内）

小矢部市商工会小矢部支所

山田観光協会

あさひまつり実行委員会

射水市商工会大門支所

富山市北商工会和合支所

おおやま佐々成政戦国時代祭り実行員会

0766-63-0792

076-457-2333

0765-78-9555

076-455-3181

076-454-5138

0766-64-0009

076-472-0716

0763-66-2468

0763-62-2163

0763-52-2038

076-478-0380

076-463-1221

0766-64-3088
0766-64-0009

0763-82-0184

0766-67-0756

076-457-2114

0765-83-2280

0766-52-3510

076-435-0182

076-481-1900

イベント名 開 催 日 お問合せ先

7 月月各地の

重点成長分野人材育成プログラム事業
事業の実施にご協力いただける企業を募集しています

県労働雇用課雇用対策係　TEL：076-444-8897
富山県中小企業団体中央会（本事業のサポート団体） TEL：076-424-3686

問合せ先

「人材育成し
っかり」の

雇用創出で、
富山を元気に

！「人材育成し
っかり」の

雇用創出で、
富山を元気に

！

３．要　件
＜対象企業＞
　県内に事業所があり次の分野に該当する事業を営む企業等が対象。
介護、医療、農林水産、環境・エネルギー、観光、地域社会雇用、産業振興
（IT関連、医薬品関連、機械・金属関連、健康生活関連の製造・サービス業）

＜雇用期間・人数＞
　雇用期間：６か月以上１年以内
　雇用人数：１社あたり５人まで（障害者等を雇用する場合は７人まで）

＜研　　修＞
　企業等は人材育成計画を作成し、これに基づき、OJT（職場で実務を行いなが
ら行う訓練）やOFF-JT（職場外での研修）の組み合わせによる研修を行う。

１．趣　旨
　離職者の再就職を支援するため、
県内企業等での訓練付雇用により、
業務未経験の求職者が知識と技能
を習得し、もって就業を推進する。

２．概　要
　離職者等を新たに雇用いただき、
実務を行いながら、計画的に職場
内外での研修を実施していただき
ます。雇用や研修にかかる費用は、
県が委託費として負担（上限あり）。
なお、委託事業終了後は、できる
だけ正社員登用又は継続雇用をお
願いします。


